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ランクセス、2026年第1四半期の業績を発表 
低調なスタートも、2026年通期見通しを据え置き 

 

• 売上高は前年比13.9％減の13億7,800万ユーロ  

• 特別項目を除くEBITDAは前年比29.3％減の9,400万ユーロ  

• 中東情勢が市場環境に影響  

• 3月以降、回復の兆し  

• 2026年通期見通しを再確認：特別項目を除くEBITDA 4億5,000万～5億5,000万ユーロ 

 
ランクセス株式会社 

 
ドイツの特殊化学品メーカーのランクセス（LANXESS）は、2026 年第 1 四半期の業績を発表しま

した。2026 年第 1 四半期は、世界的な景気低迷の長期化、地政学的な不確実性の継続に加え、

前年の事業ポートフォリオ再編の影響を受け、厳しい事業環境でのスタートとなりました。その結

果、売上高は前年比 13.9％減の 13 億 7,800 万ユーロ（前年：16 億 100 万ユーロ）となりまし

た。特別項目を除く EBITDA は 29.3％減の 9,400 万ユーロ（前年：1 億 3,300 万ユーロ）となりま

した。特別項目を除く EBITDA マージンは 6.8％（前年：8.3％）でした。 
 
市場環境が引き続き低迷する中、原材料価格の低下や、一部事業におけるアジア地域からの継

続的な価格圧力により、販売価格が下落しました。さらに、為替変動の影響や、2025 年 4 月 1 日

付でウレタンシステム事業を売却したことによるポートフォリオ効果も、業績にマイナスに作用しま

した。 
 
ランクセスの CEO であるマティアス・ツァハトは次のように述べています。 
「年初の立ち上がりは低調でしたが、3 月以降はわずかながらも回復の兆しが見え始めていま

す。中東での紛争により、多くのアジアメーカーのサプライチェーンが寸断され、顧客がランクセス

のような欧州サプライヤーに回帰する動きが見られます。現在、安定した供給能力は重要な競争

優位性となっています。同時に、原材料、エネルギー、物流コストの上昇を転嫁するため、多くの

製品で価格改定も実施しました」 
 
2026 年通期見通しを再確認 
ランクセスは、これらの市場環境が今後数カ月は継続すると見込んでいます。2026 年第 2 四半

期の特別項目を除く EBITDA は、第 1 四半期を大きく上回る 1 億 3,000 万～1 億 5,000 万ユー

ロの水準になると予想しています。 



 

 

2026 年通期については、3 月に公表した見通しを据え置き、特別項目を除く EBITDA を 4 億

5,000 万～5 億 5,000 万ユーロと引き続き見込んでいます。 
 
セグメント別業績 
コンシューマープロテクション 
第 1 四半期の売上高は前年比 10.7％減の 4 億 5,800 万ユーロ（前年：5 億 1,300 万ユーロ）と

なりました。特別項目を除く EBITDA は前年比 15.1％減の 6,200 万ユーロ（前年：7,300 万ユー

ロ）で、需要低迷による販売数量の減少や為替の悪影響を受けました。なお、前年同期の業績に

は、保険金受領による一時的な収益（数百万ユーロ台後半）が含まれていました。特別項目を除く

EBITDA マージンは 13.5％（前年：14.2％）でした。 
 
スペシャリティアディティブス 
第 1 四半期の売上高は前年比 4.4％減の 5 億 2,100 万ユーロ（前年：5 億 4,500 万ユーロ）とな

りました。特別項目を除く EBITDA は前年比 15.4％減の 4,400 万ユーロ（前年：5,200 万ユーロ）

で、為替の悪影響や、原材料調達価格の低下が販売価格に反映されたことで減益となりました。

潤滑油用途や臭素系難燃剤の需要増加はあったものの、全体の減少を補うには至りませんでし

た。特別項目を除く EBITDA マージンは 8.4％（前年：9.5％）でした。 
 
アドバンスト中間体 
第 1 四半期の売上高は前年比 16.8％減の 3 億 9,600 万ユーロ（前年：4 億 7,600 万ユーロ）と

なりました。特別項目を除く EBITDA は前年比 32.5％減の 2,700 万ユーロ（前年：4,000 万ユー

ロ）で、需要低迷による稼働率の低下や販売数量の減少が、収益およびマージンに悪影響を与え

ました。特別項目を除く EBITDA マージンは 6.8％（前年：8.4％）となりました。 
 
2026 年度第 1 四半期 主要データ（単位：100 万ユーロ） 

単位：100 万ユーロ 
2025 年 

第 1 四半期 
2026 年 

第 1 四半期 変動率 （%） 

売上高 1,601 1,378 -13.9 
特別項目を除いた EBITDA 133 94 -29.3 
特別項目を除いた EBITDA 
マージン 8.3% 6.8%  

純利益 -57 -141 <-100 
純金融負債 2,023* 2,085 3.1 
従業員数 （3 月 31 日時点） 11,709* 11,630 -0.7 

*2025 年 12 月 31 日時点 
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これは、ドイツ・ケルンで5月7日に発表されたリリースをもとに、ランクセス株式会社が発表したも

のです。 
この原文（英語）は、以下のURLにてご参照下さい。 http://www.press.lanxess.com 
 
ランクセスについて： 
ランクセスは、世界 32 カ国で事業を展開する大手特殊化学品メーカーです。2025 年の総売上は

57 億ユーロにのぼり、全世界の従業員数は約 11,600 人です。主な事業は、中間体、添加剤、コ

ンシューマープロテクション製品の開発、製造とマーケティングです。ランクセスは、持続可能性へ

の取り組みが評価され、「ダウ・ジョーンズ・ベスト・イン・クラス・インデックス」、MSCI ESG、ISS 
ESG などの格付けにおいて優れた評価を得ています。 
 
ランクセスについての詳細は同社 URL にてご確認下さい。 
www.lanxess.co.jp 
 
本件に関するお問い合わせ先：  
ランクセス株式会社 コーポレートコミュニケーションズ 
TEL : 03-5293-8006 FAX : 03-5219-9773 
lanxess.japan@lanxess.com 
 
免責について (Forward-Looking Statements) 
本プレスリリースには、ランクセスの予測、見解、期待、そして第三者からの引用を含む、予測・予定事項の記述がございます。

様々な既知あるいは予測不能なリスク、不確定要素、またその他の要因により、実際に発生する結果、財務状態、発展及び業

績が、本資料に記載の予測・予定事項と大幅に異なる可能性があります。本資料に示される将来予測に関する意見の正確性や

進展が実際に起こりえるかどうかに関しても責任を負うものではありません。ここに示されたいかなる情報、予測、推定、目標、

意見に関して、明示的あるいは黙示的な表明や保証を行うものではありません。そのため、これらの記述につきまして、本資料

の記載事項に全面的に依存されることは控えて頂きますようお願いします。本資料に示したいかなる脱漏、誤った記述に関して

も責任を負いかねます。また、この資料を使用することによる直接的あるいは間接的に生じる事項に関して、ランクセスとその関

連会社、役員、責任者、従業員は一切の責任を負いかねますので、併せてご了承いただきますようお願い申し上げます。 
 
その他の情報： 
ランクセスのニュースリリースは www.lanxess.co.jp の”プレスリリース”項目よりご覧ください。また、役員およびその他の写真

は https://mediaportal.lanxess.com/# （英語）より入手いただけます。 
 
ランクセスの X、Facebook、Linkedin、YouTube の公式ページは下記サイトをご覧ください。 
https://x.com/LANXESS_JP （日本語） 
https://www.facebook.com/LANXESSJapan/ （日本語） 
http://www.linkedin.com/company/lanxess（英語） 
http://www.youtube.com/lanxess（英語） 
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